
フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

― 学長
ヨシクニコウジ

吉國浩二
＜平成31年4月＞

経済学士
社会情報大学院大学学長

（平成31.4）※

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）
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別記様式第３号（その２の１）

フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

知の理論 1 2 1
知識社会学 1 2 1
省察的実践 1 2 1
実践と理論の融合 2 2 1
プロフェッションとプロフェッ
ショナルスクール

2 2 1

探究基礎演習 1 4 1

探究演習（知識社会学） 2 4 1

インストラクショナル・デザイ
ン
アンドラゴジー

1

2

2

2

1

1
探究演習（インストラクショナ
ル・デザイン）
実践教育プロジェクト演習

2

2

4

2.9

1

1

産業社会学 2 2 1

探究基礎演習 1 4 1

探究演習（産業社会学） 2 4 1

教育学基礎理論
現代教育政策

1
2

2
2

1
1

探究演習（教育学） 2 4 1
実践教育プロジェクト演習 2 2.7 1
教学マネジメントの理論と実践

2 2 1

探究演習（学校経営デザイン）
2 4 1

実践教育プロジェクト演習 2 3.2 1

教育産業と教育事業
教育コンテンツ開発

1
2

2
2

1
1

株式会社学びエイド
代表取締役
（平27.4）

4日

探究演習（教育産業と教育事
業）

2 4 1
株式会社学びエイド

代表取締役
（平27.4）

2日

組織論
1 2 1

一般社団法人
Medical Studio

代表理事（平25.4）
4日

探究演習（組織論） 2 4 1
一般社団法人

Medical Studio
代表理事（平25.4）

3日

社会学基礎理論
教育社会学
グローバル教育実践
ラーニング・イノベーション

1
1
1
1

2
2
2
2

1
1
1
1

探究基礎演習
探究演習（教育社会学）

1
2

4
4

1
1

人材育成の基礎
ナレッジ・マネジメント

1
2

2
2

1
1

株式会社ベーシック
代表取締役
（平10.7）

3日

学習する組織 1 2 1
株式会社ベーシック

代表取締役
（平10.7）

3日

⑩ 兼担 講師
橋本
ハシモト

　純次
ジュンジ

＜令和3年4月＞

博士
（学術）

現代社会論
ICTと教育
情報リテラシー

1
2
1

2
2
1

1
1
1

社会情報大学院大学
広報・情報研究科

講師
（R2.4）

―

11 兼任 講師
石田
イシダ

　淳
ジュン

＜令和3年4月＞

MIT Sloan
School of
Management
Basics 修

了

人材開発マネジメント 2 1 1

株式会社 ウィルエドゥ
ケイトスクール

代表取締役
（平10.3）

株式会社 ウィルＰＭイ
ンターナショナル

代表取締役
（平17.11）

―

12 兼任 講師
山田
ヤマダ

　未知
ミ チ

之
ユキ

＜令和3年4月＞

高等学校卒
現代の教育事情＿教育サービス
の現状と未来

1 2 1
株式会社 私塾界

代表取締役
（平24.10）

―

13 兼任 講師
石﨑
イシザキ

　友規
トモノリ

＜令和3年4月＞

修士
（教育学）

※
認知学習論 2 2 1

常磐大学
人間科学部

准教授
（平26.9）

―

（実務教育研究科実務教育専攻）

Ph.D.in
Sociology
（英国）

社会情報大学院大学
先端教育研究所

准教授
（令2.1）

5日実専 准教授
荒木
アラキ

　哲史
サトシ

＜令和3年4月＞

高等学校卒

博士
（教育学）

修士
（政策・メ
ディア）

担当授業科目の名称

実専 教授
坂本
サカモト

　文武
フミタケ

＜令和3年4月＞

⑧

実み 教授
田原
タハラ

　祐子
ユウコ

＜令和3年4月＞

⑥

⑦

⑨

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

保有
学位等

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

配当
年次

調書
番号

職位
現　職

（就任年月）
専任等
区分

教員の氏名等

①

実専 教授
廣政
ヒロマサ

　愁一
シュウイチ

＜令和3年4月＞

社会情報大学院大学
先端教育研究所

特任教授
（令2.1）

4日

東北大学
教育学部/教育学研究科
アドミニストレイティ

ブ・アシスタント

5日

慶應義塾大学
政策・

メディア研究科
特任講師

（平27.9）

5日

④

社会情報大学院大学
広報・情報研究科

教授／学監
（平31.4）

5日

5日
事業構想大学院大学

事業構想研究科
（平31.9）

Master of
Nonprofit
Organizati

ons
（米国）

文学士

専
准教授
（研究
科長）

川山
カワヤマ

　竜二
リュウジ

＜令和3年4月＞

修士
（社会学）

※

修士
（日本語教
育学）※

博士
（社会学）

⑤

准教授
伴野
トモノ

　崇生
タカオ

＜令和3年4月＞

富井
ト ミイ

　久義
ヒサヨシ

＜令和3年4月＞

准教授専③

実専 教授
藏田
クラタ

　實
ミノル

 ＜令和3年4月＞

② 専

専 講師
廣谷
ヒロタニ

　貴明
タカアキ

＜令和3年4月＞
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

保有
学位等

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

配当
年次

調書
番号

職位
現　職

（就任年月）
専任等
区分

14 兼任 講師
池田
イケダ

　幸代
ユキヨ

＜令和3年4月＞

修士
（カウンセ
リング）※

教育相談 2 2 1

道灌山学園
保育福祉専門学校

講師
（平31.4）

―

⑪ 兼担 講師
篠田
シノダ

　雅人
マサト

 ＜令和3年4月＞

修士（教育
学）

知識と大学
学習社会論

2
2

2
2

1
1

社会情報大学院大学
先端教育研究所

専任講師
（令2.4）

―

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受
けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 1人 人 人 人 1人 2人

学 士 人 人 人 人 1人 人 人 1人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 1人 人 人 人 1人

博 士 人 2人 人 人 人 人 人 2人

修 士 人 1人 1人 人 人 人 人 2人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 1人 人 人 人 人 人 人 1人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 1人 2人 人 人 人 人 人 3人

修 士 人 1人 2人 人 人 人 1人 4人

学 士 人 人 人 人 1人 人 人 1人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 1人 人 人 人 1人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（注）

教 授

准教授

講 師

助 教

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。
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